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５
月
23
日
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

裁
判
）
と
31
日
（
客
室
乗
務

員
裁
判
）
に
東
京
高
裁
で
三

回
目
の
口
頭
弁
論
が
行

わ
れ
、
裁
判
所
か
ら
証

人
の
採
否
に
つ
い
て
言

い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
裁
判
に

お
い
て
は
、

７

名

の

証

人

の

採

用

を

求

め

て

い

ま

し

た

が

、

山

口

原
告
団
団
長
（
不
当
労
働
行

為
）
と
三
星
乗
員
組
合
副
委

員
長
（
人
員
体
制
）
が
採
用
、

他
の
５
名
に
つ
い
て
は
２
名

の
証
言
を
聞
い
て
か
ら
必
要

か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

客
室
乗
務
員
の
裁
判
で
は
、

５
名
の
証
人
採
用
申
請
の
う

ち
、
１
名
（
醍
醐
教
授
）
は

却
下
、
残
り
４
名
は
採
用
と

決
ま
り
ま
し
た
。
証
人
は
、

深
田
Ｃ
Ｃ
Ｕ
副
委
員
長
（
不

当
労
働
行
為
）
、
小
栗
Ｃ
Ｃ

Ｕ
副
書
記
長
・
原
告
（
人
員

体
制
）
、
原
告
か
ら
久
保
田

さ
ん
（
解
雇
に
よ
る
不
利
益
）

と
大
森
さ
ん
（
人
選
基
準
）

で
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
裁
判
は
追
っ

て
期
日
の
指
定
（
5
月
23
日

現
在
）
と
な
り
、
客
室
乗
務

員
裁
判
は
９
月
12
日
（
木
）

10
時
〜
16
時
30
分
昼
休
み
を

除
く
５
時
間
で
１
０
１
号
法

廷
で
行
わ
れ
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
傍
聴
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

高
等
裁
判
所
に
お
い
て
証

人
を
採
用
さ
せ
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
中
で
、
こ
れ
だ
け
の
証
人

を
採
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
裁
判
所
に
対
す
る

要
請
は
が
き
の
取
り
組
み
や
、

５
・
15
霞
が
関
大
行
動
へ
の

参
加
、
大
量
の
請
願
書
提
出
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等
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
る

も
の
で
す
。
勝
利
判
決
を
勝

ち
取
る
為
に
毎
月
の
定
例
宣

伝
行
動
は
じ
め
各
種
の
取
り

組
み
へ
の
更
な
る
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

特
に
10
月
25
日
に
は
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
定
員
１

８
０
０
名
）
に
て
18
時
か
ら

大
集
会
（
名
称
未
定
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
全
国

か
ら
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

3
回
目
の
口
頭
弁
論
で
は
、

両
裁
判
と
も
原
告
弁
護
団
よ

り
弁
論
更
新
に
当
た
っ
て
意

見
陳
述
（
交
代
し
た
裁
判
官

に
裁
判
の
内
容
を
伝
え
る
た

め
の
陳
述
）
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
非
常

に
端
的
に
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
支
え

る
会
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読

く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
へ
ア
ク
セ
ス
が
で

き
な
い
方
は
支
え
る
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
郵

送
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

勝
利
判
決
目
指
し
て
更
な
る

運
動
の
拡
大
に
ご
協
力
を
！
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労
働
事
件
に
対
し
て
不
当

な
判
決
が
相
次
い
で
い
る
中

で
、
け
ん
り
総
行
動
実
行
委

員
会
と
東
京
争
議
団
共
闘
会

議
に
よ
っ
て
「
首
切
り
自
由

を
許
さ
な
い
」
と
の
一
点
共

闘
で
実
行
委
員
会
が
結
成
さ

れ
、
１
０
０
を
超
え
る
個
人
・

団
体
の
賛
同
を
受
け
て
、
５

月
15
日
に
東
京
裁
判
所
を
包

囲
す
る
大
行
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

裁
判
所
前
に
は
７
０
０

名
を
超
え
る
参
加
者
が
集

元
国
労
闘
争
団
（
鹿
児
島
、

宮
崎
、
大
分
、
八
幡
、
博
多
）

の
ご
案
内
で
、
県
労
連
、
平

和
セ
ン
タ
ー
、
国
労
各
地
本

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
13

日
鹿
児
島
、
14
日
宮
崎
、
15

日
大
分
、
16
日
北
九
州
、
17

日
博
多
と
回
り
ま
し
た
。

各
地
で
労
組
・
政
党
・
自

治
体
等
へ
の
支
援
要
請
と
主

要
駅
で
の
街
頭
宣
伝
を
行
い
、

ウ
ン
ロ
ー
ド
と
送
付
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
各
裁
判
所
宛

て
に
そ
れ
ぞ
れ
約
２
２
０
枚

の
請
願
書
が
届
き
、
事
務
局

が
代
理
で
提
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

- 2 -

ま
り
12

時
10
分
〜
13
時
ま

で
街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。汗

ば
む
ほ
ど
の
好
天
気

の
中
、
数
多
く
の
幟
が
翻

り

、

裁

判

所

に

対

し

て

「
首
切
り
自
由
を
許
さ
な

い
ぞ
！
」
と
声
を
挙
げ
ま

し
た
。

同
時
に
行
わ
れ
た
個
人
請

願
で
は
、
地
裁
に
対
し
２
３

０
８
枚
、
高
裁
に
対
し
約
２

４
１
５
枚
の
請
願
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

裁
判
所
前
行
動
の
前
後
で

各
争
議
団
に
よ
る
独
自
宣
伝

要
請
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
団
は
国
土
交
通

省
前
と
厚
生
労
働
省
前
で
宣

伝
行
動
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

３
０
０
名
、
２
５
０
名
も
の

参
加
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
対
し
、
支
え

る
会
の
会
員
の
方
に
メ
ー
ル

で
呼
び
か
け
、
請
願
書
の
ダ

夕
刻
に
は
闘
争
報
告
集
会
、

そ
の
後
は
交
流
会
ま
で
開
催

し
て
い
た
だ
き
支
援
を
訴
え

ま
し
た
。

集
会
参
加
者
は
合
計
約
１

７
７
名
、
支
援
要
請
に
伺
っ

た
労
組
等
は
約
70
か
所
で
し

た
。今

後
も
各
地
域
で
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
計
画
さ
れ
る
予
定

で
す
。

５
・
15
霞
が
関
大
行
動

裁
判
所
前
に
た
く
さ
ん
の
人
と
旗
が
翻
る

九
州
キ
ャ
ラ
バ
ン

５
６
３
km
を
走
破

５
月
13
日
〜
17
日
に
鹿
児

島
〜
博
多
に
か
け
て
「
Ｊ
Ａ

Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
を
め
ざ
す

九
州
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
実
施

さ
れ
、
原
告
か
ら
５
名
が
参

加
し
ま
し
た
（
総
走
行
距
離

５
６
３
キ
ロ
）
。
各
地
区
の

愛
媛
新
聞
（
４
月
５
日
付
朝
刊
）
の
投
稿
欄
に

二
人
の
原
告
の
活
躍
が
載
り
ま
し
た
！

現
役
乗
務
員
も
解
雇
さ
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
乗
務
員
が
職
場
に
復
帰

す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
！
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驚
く
や
ら
感
激
す
る
や
ら
。

18
時
〜
「
佐
賀
市
職
員
労

働
組
合
」
学
習
会
で
は
約
１

０
０
名
を
前
に
訴
え
。
若
い

組
合
員
さ
ん
が
多
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
あ
れ
も
こ
れ
も

聞
い
て
欲
し
い
と
欲
張
り
す

ぎ
持
ち
時
間
を
超
え
そ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。

19
時
〜
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
報

告
集
会
」
と
交
流
会
。
金
澤

共
同
代
表
か
ら
の
労
働
界
を

め
ぐ
る
情
勢
の
お
話
に
続
き
、

自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
く

人
生
が
決
め
ら
れ
る
事
の
無

念
さ
な
ど
原
告
と
し
て
の
思

４
月
17

日
〜
19

日
、
「
支
え
る
会
」

の
会
員
拡
大
を
中

心
と
し
た
支
援
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
藤

田
（
長
崎
市
出
身
）

が
参
加
し
、
こ
の

要
請
行
動
を
計
画

し
て
下
さ
っ
た
金

澤
国
民
支
援
共
闘

会
議
共
同
代
表
が

同
行
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

三
日
間
で
「
20

の
団
体
」
と
「
４

つ
の
集
会
」
で
現

状
報
告
と
支
援
要

請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

要
請
行
動
に
先
立

つ
16
日
夕
刻
、
大
牟

田
駅
に
私
た
ち
を
出

迎
え
て
下
さ
っ
た
の

は
、
今
回
の
要
請
行

動
の
実
現
に
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
元
国
労

熊
本
闘
争
団
の
牛
島

氏
。
24
年
間
の
厳
し
い
争
議

を
闘
っ
て
こ
ら
れ
た
元
国
労

熊
本
闘
争
団
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
会
で
は
、
「
家
族
と
の

絆
」
「
仲
間
と
の
連
帯
」
の

大
切
さ
が
話
題
の
中
心
と
な

り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉

が
胸
に
響
き
ま
し
た
。

一
日
目
（
17
日
）
は
、
牛

島
氏
の
ご
案
内
で
、
教
職
員

組
合
大
牟
田
支
部
、
大
牟
田

市
、
み
や
ま
市
の
職
員
労
働

組
合
、
な
ど
５
団
体
を
訪
問
。

夜
に
は
熊
本
県
荒
尾
市
で
の

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
闘

争

荒
尾
地
区
報
告
集
会
」
。

30
名
ほ
ど
の
集
会
は
、
既
に

各
地
で
活
動
し
て
い
る
「
支

え
る
会
」
の
現
状
に
関
す
る

質
問
も
出
さ
れ
る
な
ど
熱
気

あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。

２
日
目
（
18
日
）
早
朝
、

元
鳥
栖
闘
争
団
の
原
田
氏
の

運
転
で
佐
賀
へ
移
動
。
途
中
、

立
ち
寄
っ
た
三
池
炭
鉱
三
川

坑
跡
で
は
歴
史
に
名
を
残
す

闘
い
を
さ
れ
た
炭
鉱
労
働
者

に
思
い
を
馳
せ
、
柳
川
で
は

水
路
と
白
壁
の
街
の
景
観
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。
「
争
議
団

の
日
々
は
本
当
に
大
変
だ
。

息
抜
き
も
必
要
で
す
よ
」
と
、

自
ら
も
厳
し
い
日
々
を
体
験

さ
れ
た
方
な
ら
で
は
の
有
り

難
い
お
心
遣
い
で
し
た
。

佐
賀
市
到
着
後
は
、
元
鳥

栖
闘
争
団
の
永
松
氏
の
ご
案

内
で
、
国
労
佐
賀
地
区
本
部

か
ら
始
ま
り
、
市
職
員
労
働

組
合
、
教
職
員
組
合
、
水
道

労
組
、
県
職
員
労
働
組
合
な

ど
で
支
援
要
請
。
最
後
に
お

訪
ね
し
た
清
掃
事
務
所
で
は
、

仕
事
を
終
え
た
20
人
ほ
ど
の

組
合
員
さ
ん
が
話
を
聞
く
た

め
に
待
っ
て
い
て
下
さ
り
、

い
も
聞
い
て
い
た
だ
き
な
が

ら
支
援
の
お
願
い
を
し
ま
し

た
。三

日
目
（
19
日
）
は
元
鳥

栖
闘
争
団
の
南
里
氏
、
元
佐

世
保
闘
争
団
の
速
見
氏
が
加

わ
っ
て
下
さ
り
、
佐
世
保
市

役
所
職
員
組
合
、
県
職
員
組

合
佐
世
保
支
部
な
ど
９
団
体

を
訪
問
、
支
援
要
請
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
更
に

そ
の
日
の
夜
に
予
定
さ
れ
て

い
た
地
区
労
主
催
「
憲
法
学

習
会
」
で
は
、
突
然
の
お
願

い
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

山
口
議
長
の
ご
厚
意
で
、
訴

え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。多

く
の
方
の
ご
協
力
の
も

と
、
九
州
で
の
支
援
要
請
行

動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
そ
し
て
更
に
支
え
る

会
の
会
員
を
広
げ
る
た
め
に

も
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
不
当
解
雇
の
事
実
を
知
っ

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。
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ま
し
た
。
許
せ
ま
せ
ん
。

小
森

啓
子
（
京
都
府
出
身
）

更
生

会
社

に
な

っ
た

の
を

名
目

に
33

年
続

い
た
大
阪
基
地
を
潰
さ
れ
て
東

京
に
転
勤
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
半

年
後
に
整
理
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

納
得
が
出
来
ま
せ
ん
！
一
生
懸

命
働
く
一
労
働
者
が
泣
く
事
の

な
い
社
会
で
な
け
れ
ば
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

堀
内
せ
い
子
（
新
潟
県
出
身
）

１
９
７
４
年

入
社
。
女
性

で
あ
っ
て
も

６
０
歳
定
年

ま
で
勤
め
ら
れ
る
職
場
に
な
っ

た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
自
分

も
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
年

齢
を
理
由
に
し
た
こ
ん
な
解
雇

は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

堀
田

国
子
（
東
京
都
大
田
区

出
身
）

小
学
生
の

時
、
羽
田

空
港
で
、

副
団
長
・
飯
田

祐
三
（
北
海

道
出
身
）

空
を
飛
ぶ
こ

と
し
か
知
ら

な
い
男
か
ら
、

日
本
航
空
の
経
営
は
操
縦
桿
を

奪
い
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
労

働
者
の
生
き
甲
斐
を
奪
い
取
っ

た
瞬
間
で
あ
り
、
人
生
を
蔑
ろ

に
し
た
瞬
間
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を

蹂
躙
し
た
瞬
間
で
し
た
。
全
力

で
走
り
続
け
て
い
る
私
は
今
、

同
時
に
、
働
く
こ
と
の
意
味
、

充
実
し
た
人
生
と
は
何
か
、
を

考
え
て
い
ま
す
。

ご
理
解
、

支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
田

弥
生
（
茨
城
県
出
身
）

15
年
前
か
ら

実
家
の
あ
る

茨
城
県
に
住

み
つ
い
て
い

ま
す
。
解
雇
さ
れ
る
10
年
前
か

ら
部
分
就
労
と
い
う
パ
ー
ト
に

切
り
替
え
て
、
定
年
ま
で
働
こ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
人
生

設
計
が
ま
る
で
狂
っ
て
し
ま
い

意
外
と
続
け
ら
れ
る
も
の
で
す

ね
。
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て

感
謝
の
毎
日
で
す
。

長
坂

晶
（
群
馬
県
出
身
）

79

年
3
月

日
本
航
空

に
フ
ラ
イ

ト
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
入
社
し
、
約
10
年

飛
ん
だ
後
に
、
副
操
縦
士
に
な

り
ま
し
た
。
一
番
の
思
い
出
は
、

初
め
て
見
た
オ
ー
ロ
ラ
が
、
虹

の
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
光
り
輝

き
、
美
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

近
村

一
也
（
神
奈
川
県
横
浜

市
出
身
）

82
年
に
入
社
、

航
空
機
関
士

を
経
て
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な

り
、
い
よ
い
よ
機
長
に
な
る
訓

練
を
目
前
に
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

御
巣
鷹
事
故
を
経
験
し
た
者
と

し
て
、
絶
対
安
全
の
確
立
と
人

の
尊
厳
を
守
る
た
め
闘
い
ま
す
。

ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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飛
行
機
の
発
着
を
間
近
に
見
て

以
来
、
空
の
虜
に
な
り
、
客
室

乗
務
員
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

32
年
間
の
乗
務
は
自
分
が
納
得

し
た
形
で
終
わ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
裁
判
で
年
齢
差
別
、

組
合
差
別
等
々
基
本
的
人
権
を

質
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
井

佳
代
子
（
埼
玉
県
出
身
、

神
奈
川
在

住
）

三
人
の
子

育
て
を
し

な
が
ら
、

幾
つ
も
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

守
り
続
け
た
大
好
き
な
仕
事
を
、

理
不
尽
な
人
選
基
準
に
よ
り
奪

わ
れ
ま
し
た
。
も
う
一
度
あ
の

空
へ
帰
る
た
め
に
諦
め
ず
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
温
か
い

ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

和
波

宏
明
（
横
浜
市
出
身
）

７
４
７
−
４

０
０

の

機

長
で

す

。

現
在

、

上

海
の

貨

物

航
空
会
社
で
出
稼
ぎ
し
な
が
ら

原
告
と
組
合
執
行
委
員
と
産
別

役
員
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

原
告
団
の
紹
介

６
月
19
日

株
主
総
会
宣
伝
行
動

８
時
30
分
〜
九
段
下
交
差
点

地
下
鉄
１
番
出
口
付
近
、

銀
座
デ
モ
11
時
30
分
〜
水
谷

橋
公
園
集
合
、
日
比
谷
公
園

ま
で

６
月
26
日

Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
前
宣
伝
行
動

10
時
〜
10
時
25
分

け
ん
り

総
行
動
主
催

６
月
28
日

全
国
一
斉
宣
伝
行
動

15
時
〜
16
時
福
岡
空
港

18
時
〜
19
時
新
宿
駅
南
口
、

品
川
駅
港
南
口
、
池
袋
駅
東

口
、
錦
糸
町
駅
北
口
、
立
川

駅
北
口
、
天
神
ソ
ラ
リ
ア
前
、

小
倉
駅
、

18
時
30
分
〜
19
時
30
分
有
楽

町
マ
リ
オ
ン
前
、
大
阪
な
ん

ば
高
島
屋
前

７
月
11
日

17
時
〜
18
時

Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
前
宣
伝
行
動

７
月
18
日

京
都
宣
伝
行
動

７
月
29
日

全
国
一
斉
宣
伝
行

動
（
東
京
）

７
月
30
日

福
岡
宣
伝
行
動

15
時
〜
16
時
福
岡
空
港
、

18
時
〜
19
時
博
多
駅
筑
紫
口
、

天
神
、
小
倉
駅

《
今
後
の
日
程
》


